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叙
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、
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流
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介
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〇
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憲
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司
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〇
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追
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併
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一
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六
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年
一
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24
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網
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次
『
中
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中
世
文
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研
究
―
―
南
斉
永
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て
―
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（
新
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、
一
九
六
〇
年
）

』

後
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昭
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〇
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五
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井
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充
史
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文
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古
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文
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八
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文
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得
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生
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才
・
進
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試
受
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者
一
覧
（
稿

（

国
書

）
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『

逸
文
研
究
』

、
一
九
九
一
年
）

24

金
原
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詩
文
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研
究

（
九
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大
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出
版
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、
一
九
八
一
年
）

』

藤
原
克
己
『
菅
原
道
真
と
平
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朝
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文
学
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東
京
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版
会
、
二
〇
〇
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年
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』

森
野
繁
夫
『
六
朝
詩
の
研
究

（
第
一
学
習
社
、
一
九
七
六
年
）

』

土
屋
聰
『
六
朝
寒
門
文
人
鮑
照
の
研
究
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汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年)

興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
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論

（
中
国
文
学
理
論
研
究
集
成

清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
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1

半
谷
芳
文
「
勅
撰
三
漢
詩
集
考
―
―
序
文
と
初
唐
の
文
章
観

（

中
古
文
学
論
攷
』

、
一
九

」
『

2

八
三
年
三
月
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第
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宮
廷
文
学
と
詩
人
の
私
性

小
西
甚
一
「
古
今
集
的
表
現
の
成
立
」(

『
日
本
学
士
院
紀
要
』

-

、
一
九
四
九
年
一
一
月)

7

3

神
田
喜
一
郎
『
日
本
文
学
に
お
け
る
中
国
文
学
―
―
日
本
填
詞
史
話
・
上

（

神
田
喜
一
郎
全
集
』

』
『

第
六
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
）

長
谷
部
剛
「
唐
代
長
短
句
詞
「
漁
歌
」
の
伝
来
―
―
嵯
峨
朝
文
学
と
中
唐
の
詩
詞
―
―

（

ア
ジ
ア

」
『

遊
学
』

、
二
〇
一
五
年
九
月
）

188

大
上
正
美
「
玄
言
詩
の
文
学
史
に
お
け
る
意
義

（

立
命
館
文
学
』

、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

」
『

563

小
尾
郊
一
『
中
国
文
学
に
現
れ
た
る
自
然
と
自
然
観
―
―
中
世
文
学
を
中
心
と
し
て
―
―

（
岩
波
書

』

店
、
一
九
六
二
年
）

上
田
武
「
鮑
照
と
そ
の
時
代
の
陶
淵
明
の
受
容

（

六
朝
学
術
学
会
報
』

、
二
〇
〇
二
年
）

」
『

3

長
谷
部
剛
「
羅
振
玉
校
録
『
王
子
安
集
佚
文
』
に
つ
い
て

（

関
西
大
学
中
国
学
論
集
』

、
二
〇

」
『

29

〇
八
年
三
月
）

鈴
木
修
次
『
漢
魏
詩
の
研
究

（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
年
）

』

亀
山
朗
「
建
安
詩
人
に
よ
る
送
別
の
贈
答
詩
に
つ
い
て

（

日
本
中
国
学
会
報
』

、
一
九
八
九
年
）

」
『

42

松
浦
友
久
『
日
本
上
代
漢
詩
文
論
考
』(

松
浦
友
久
著
作
選
Ⅲ

研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）

加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史
序
説
』
上(

筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年)

大
曽
根
章
介
『
大
曽
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）

滝
川
幸
司
『
天
皇
と
文
壇
―
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
―
―

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

』

第
三
章

菅
原
清
公
と
音
楽

大
島
幸
雄
「
清
公
卿
伝
」(

『
国
書
逸
文
研
究
』

、
一
九
八
六
年)

20

波
戸
岡
旭
『
宮
廷
詩
人
菅
原
道
真
―
『
菅
家
文
草
『
菅
家
後
集
』
の
世
界
』(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年)

滝
川
幸
司
『
菅
原
道
真
論
』(

塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
）

青
木
正
児
『
中
華
名
物
考
』(

東
洋
文
庫

平
凡
社
、
一
九
八
八
年)

479

澤
田
瑞
穂
『
中
国
の
呪
法
』(

平
河
出
版
社
、
一
九
八
四
年)

謝
振
発
「
六
朝
絵
画
に
お
け
る
南
京
・
西
善
橋
墓
出
土
「
竹
林
七
賢
磚
画
」
の
史
的
位
置
」(

『
京
都

美
学
美
術
史
学
』

、
二
〇
〇
三
年
三
月)

2

船
津
富
彦
「
魏
晋
文
学
に
お
け
る
嘯
傲
に
つ
い
て
」(

『
東
洋
文
学
研
究
』

、
一
九
六
三
年)

11

李
豊
楙
「
嘯
的
伝
説
及
其
対
文
学
的
影
響
」(

『
中
国
古
典
小
説
研
究
専
集
』

、
聯
経
出
版
事
業
公

5
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司
、
一
九
八
二
年)

范
子
燁
「
論
嘯
―
―
中
国
古
典
詩
歌
的
一
種
音
楽
意
象
―
―
為
新
郷
晋
孫
登
嘯
台
而
作
」(

『
新
郷
師

範
高
等
専
科
学
校
学
報
』

・

／

・

、
二
〇
〇
六
年
一
月
／
二
〇
〇
七
年
一
月)

20

1

21

1

山
崎
誠
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』(

和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年)

蔡
仲
徳
『
中
国
音
楽
美
学
史
』(

藍
燈
文
化
事
業
公
司
、
一
九
九
三
年)

許
結
『
賦
体
文
学
的
文
化
闡
釈
』(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年)

上
原
尉
暢
「
王
褒
「
洞
簫
賦
」
に
お
け
る
自
然
描
写
を
め
ぐ
っ
て
」(

『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論

集
』

、
二
〇
一
一
年
一
一
月)

16

「

「

」

」

『

』

、

上
原
尉
暢

王
褒

洞
簫
賦

を
め
ぐ
っ
て
―
―
音
楽
描
写
を
中
心
に
―
―

(

集
刊
東
洋
学

107

二
〇
一
二
年)

中
島
千
秋
『
文
選(

賦
篇)

上
』(

新
釈
漢
文
大
系

、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年)

「
解
説
」

79

蔭
木
英
雄
「
滋
野
貞
主
・
菅
原
清
公
小
論
（
下
）
―
三
勅
撰
詩
集
攷
（
二

」(

『
漢
文
教
室
』

、

）

138

一
九
八
一
年)

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
著
・
木
全
徳
雄
訳
『
儒
教
と
道
教
』(

名
著
翻
訳
叢
書

、
創
文
社
、
一
九

2

七
五
年)

第
二
部
詩
文
創
作
の
意
識
と
九
・
一
〇
世
紀

第
一
章

承
和
年
間
以
降
に
お
け
る
詩
文
兼
作

玉
井
力
「
承
和
の
変
に
つ
い
て
」(

『
歴
史
学
研
究
』

、
一
九
六
四
年)

286

福
井
俊
彦
「
承
和
の
変
に
つ
い
て
の
一
考
察
」(

『
日
本
歴
史
』

、
一
九
七
〇
年)

260

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本

』(

日
本
の
歴
史

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年)

」

06

吉
江
崇
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
第
四
巻

古
代
四
』(

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）

彌
永
貞
三
「
菅
原
道
真
の
前
半
生
―
―
と
く
に
讃
岐
守
時
代
を
中
心
に
―
―
」(

川
崎
庸
之
編
『
日
本

人
物
史
大
系
第
一
巻

古
代
』
朝
倉
書
店
、
一
九
六
一
年)

長
島
一
浩
「
東
宮
学
士
・
文
章
博
士
春
澄
善
縄
に
つ
い
て
」(

『
政
治
経
済
史
学
』

、
一
九
八
七
年)

249

渡
辺
直
彦
『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
』(

増
訂
版

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年)

金
子
彦
二
郎
「
元
白
詩
筆
と
篁
・
春
道
の
詩
」(

『
国
語
と
国
文
学
』

-

、
一
九
五
二
年
二
月)

29

2

後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年)

藤
野
岩
友
「
楚
辞
の
近
江
奈
良
朝
の
文
学
に
及
ぼ
し
た
影
響

「
平
安
朝
の
漢
詩
文
に
及
ぼ
し
た
楚
辞

」
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の
影
響
」(

『
東
洋
研
究
』

・

、
一
九
七
七
年
四
月
・
一
九
七
七
年
五
月)

40

46

門
脇
禎
二
『
日
本
古
代
政
治
史
論

（
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
）

』

茂
木
信
之
「
文
人
と
隠
逸
」(

荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年)

卞
孝
萱
『
元
稹
年
譜
』(

斉
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年)

川
合
康
三
『
白
楽
天
―
―
官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
―
―
』(

岩
波
新
書

岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年)

1228

二
宮
俊
博
「
洛
陽
時
代
の
白
居
易
―
―
「
狂
」
と
い
う
自
己
意
識
に
つ
い
て
―
―
」(

『
中
国
文
学
論

集
』

、
一
九
八
一
年
一
一
月)

10

後
藤
昭
雄
「
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
憂
愁
の
文
学
の
系
列

（

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
人
文

」
『

・
社
会
科
学
篇
』

、
一
九
七
一
年
二
月
）

21

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
上
巻(

三
訂
版
、
明
治
書
院
、
一
九
七
五
年)

太
田
次
男
『
中
唐
文
人
考
―
―
韓
愈
・
柳
宗
元
・
白
居
易
―
―

（
研
文
出
版
、
一
九
九
三
年
）

』

陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
証
稿

（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）

』

松
本
肇
『
唐
代
文
学
の
視
点

（
研
究
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）

』

佐
伯
有
清
『
伴
善
男

（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）

』

後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

』

丸
山
茂
「
白
氏
交
遊
録
―
―
元
宗
簡
―
―

（
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

」

、
一
九
九
八
年

「
白
氏
交
遊
録
―
―
李
建(

上)

（
下

（
同

・

、
二
〇
〇
一
年
）

）
、

）
」

56

61

62

赤
井
益
久
「
自
注
の
文
学
―
―
『
元
氏
長
慶
集
』
を
中
心
と
し
て
―
―

（

中
国
古
典
研
究
』

、

」
『

47

二
〇
〇
二
年
一
二
月
）

島
津
忠
夫
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
二
巻
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

鈴
木
修
次
『
唐
代
詩
人
論
』
下
巻
（
鳳
出
版
、
一
九
七
三
年
）

川
合
康
三
『
終
南
山
の
変
容
―
―
中
唐
文
学
論
集
―
―

（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）

』

川
合
康
三
「
中
国
詩
史
に
お
け
る
白
居
易

（

中
古
文
学
』

、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）

」
『

98

大
曽
根
章
介
『
王
朝
漢
文
学
論
攷

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）

』

第
二
章

菅
原
道
真
と
書
斎
―
―
学
者
の
憂
悶
―
―

焼
山
廣
志
「
菅
原
道
具
「
書
斎
記
」
と
白
居
易
「
池
上
篇
」
と
の
比
較
考
察
（
そ
の
一
）
―
白
居
易

「
池
上
篇
並
序
」
試
読

（

国
語
国
文
研
究
』

、
一
九
九
五
年
一
二
月)

」
『

31

高
兵
兵
「
菅
原
道
真
の
住
ま
い
と
白
居
易
―
―
平
安
京
宣
風
坊
邸
と
洛
陽
履
道
里
邸
」(

『
白
居
易
研
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究
年
報
』

、
二
〇
〇
六
年
一
月)

6

小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史

Ⅱ
』(

講
談
社
、
一
九
九
三
年)

齋
藤
希
史
「<

居>

の
文
学
―
六
朝
山
水
／
隠
逸
文
学
へ
の
一
視
座
」(

『
中
国
文
学
報
』

、
一
九
九

42

〇
年
一
〇
月)

後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
文
人
志
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年)

「
『

』

」

二
宮
美
那
子

池
上
篇
並
序

論
―
あ
わ
せ
て
自
適
の
空
間
を
定
義
す
る
幾
つ
か
の
表
現
に
つ
い
て

(

『
中
国
文
学
報
』

、
二
〇
〇
七
年
四
月)

73

第
三
章

紀
長
谷
雄
の
自
序

藏
中
ス
ミ
「
紀
長
谷
雄
『
競
狩
記
』
に
つ
い
て
」(

『
和
漢
比
較
文
学
叢
書

』
汲
古
書
院
、
一
九
八

3

六
年)

後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
文
人
志
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年)

渡
辺
秀
夫
『
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界

（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
一
年
）

』

土
方
洋
一
『
日
記
の
声
域
―
―
平
安
朝
の
一
人
称
言
説
―
―

（
右
文
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

』

川
合
康
三
『
中
国
の
自
伝
文
学
』(

創
文
社
、
一
九
九
六
年)

寥
栄
発
「
紀
長
谷
雄
の
「
詩
言
志
」
の
宣
言
―
―
「
延
喜
以
後
詩
序
」
を
読
み
直
す
―
―
」(

『
和
漢

比
較
文
学
』

、
二
〇
一
六
年
二
月)

56

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』(

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年)

第
四
章

兼
明
親
王
の
隠
遁
―
―
孤
高
と
閑
適
―
―

小
野
泰
央
『
平
安
朝
天
暦
期
の
文
壇
』(

風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
年)

金
原
理
『
日
本
の
古
典
と
漢
文
学
―
―
和
歌
と
漢
文
学
・
類
書
・
大
宰
府
と
道
真
他
―
―
』(

熊
本
出

版
文
化
会
館
、
二
〇
〇
九
年)

村
田
年
子
「
兼
明
親
王
の
作
品
研
究
―
―
本
朝
文
粋
収
録
作
品
を
中
心
と
し
て
―
―
」(

『
平
安
文
学

研
究
』

、
一
九
六
五
年
一
一
月)

35

太
田
次
男
『
中
唐
文
人
考
―
―
韓
愈
・
白
居
易
・
柳
宗
元
―
―
』(

研
文
出
版
、
一
九
九
三
年)

金
原
理
『
詩
歌
の
表
現
―
―
平
安
朝
韻
文
攷
―
―
』(

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年)

清
宮
剛
「
賢
人
失
志
の
賦
と
道
家
思
想
」(

『
集
刊
東
洋
学
』

、
一
九
七
三
年
一
二
月)

30

寥
國
棟
「
従
「
士
不
遇
賦
」
到
「
歸
去
來
」
―
―
試
論
兩
漢
辭
賦
對
京
城
的
趨
附
與
偏
離
」(

『
國
際
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辭
賦
學
學
術
硏
討
會
論
文
集

、
一
九
九
六
年)

』

興
膳
宏
『
潘
岳

陸
機
』(

中
国
詩
文
選

筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年)

10

齋
藤
希
史
「
謝
霊
運
の
山
居
―
―<

居>

の
文
学(

二)

―
―
」(

『
中
国
文
学
報
』

、
二
〇
〇
〇
年)

61

松
本
肇
『
柳
宗
元
研
究
』(

創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年)

後
藤
昭
雄
『
本
朝
文
粋
抄
四

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

』

沢
崎
久
和
「
白
居
易
の
日
常
生
活
」(

『
白
居
易
詩
研
究
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年)

周
健
「
論
張
衡
的
文
学
成
就
」(
『

南
学
報(

哲
学
社
会
学
科
学)

、
一
九
八
八
年
第
三
期)

暨

』

許
結
「
張
衡
「
思
玄
賦
」
解
読
―
―
兼
論
漢
晋
言
志
賦
之
承
変
」(

『
社
会
科
学
戦
線

、
一
九
八
八

』

年
第
六
期)

第
五
章

和
漢
の
散
文
の
交
渉

中
野
幸
一
『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』(

武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
一
年)

小
関
清
明
「
初
期
の
物
語
に
於
け
る
自
然
描
写
に
就
い
て
の
一
考
察
」(

『
高
知
大
学
研
究
報
告
人
文

科
学
』

、
一
九
五
二
年
三
月)

2

江
戸
英
雄
『
う
つ
ほ
物
語
の
表
現
形
成
と
享
受
』(

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年)

伊
藤
博
『
蜻
蛉
日
記
研
究
序
説
』(

『
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年)

三
田
村
雅
子
「
蜻
蛉
日
記
の
物
詣
」(

『
一
冊
の
講
座

蜻
蛉
日
記
』
有
精
堂
、
一
九
八
一
年)

宮
田
京
子
「

か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
自
然
描
写
と
物
詣
で
―
―
視
覚
、
聴
覚
の
視
点
か
ら
―
―
」(

『
中

『

古
文
学
』

、
一
九
九
〇
年
一
二
月)

46

小
野
泰
央
『
平
安
朝
天
暦
期
の
文
壇
』(

風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
年)

大
谷
雅
夫
『
歌
と
詩
の
あ
い
だ
―
和
漢
比
較
文
学
論
攷
』(

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年)

「

」

『

』

伊
東
卓
治

青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て

(

美
術
研
究

、
一
九
五
六
年
三
月)

184
第
三
部
平
安
朝
後
期
漢
文
学
に
お
け
る
散
文
の
定
型
性
と
固
有
性

第
一
章

慶
滋
保
胤
の
池
亭

小
原
仁
『
文
人
貴
族
の
系
譜
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年)

佐
藤
道
生
「
大
江
匡
房
の
官
職
・
位
階
と
文
学
」(

日
向
一
雅
編
『
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階

、
平

』

安
文
学
と
隣
接
諸
学

、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年)

4
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小
原
仁
『
慶
滋
保
胤
』(

人
物
叢
書

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年)

286

小
島
孝
之
「
狂
言
綺
語
」(

『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』

-

、
一
九
八
五
年
九
月)

30

10

後
藤
昭
雄
「
慶
滋
保
胤
」(

『
岩
波
講
座

日
本
文
学
と
仏
教
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年)

増
田
繁
夫
「
詩
歌
は
狂
言
綺
語
と
す
る
文
学
観
」(

『
国
語
と
国
文
学
』

-

、
二
〇
〇
二
年
九
月)

79

9

増
田
繁
夫
「
慶
滋
保
胤
伝
攷
」(

『
国
語
国
文
』

-

、
一
九
六
四
年
六
月)

33

6

後
藤
昭
雄
「
延
久
三
年
「
勧
学
会
記
」
本
文
再
考
」(

『
成
城
国
文
学
』

、
二
〇
一
二
年
三
月)

28

角
田
文
衛
『
王
朝
の
映
像
』(
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年)

吉
原
浩
人
「
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
訳
註
」(

『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

第

分
冊
』

、
二
〇
一
一
年)

1

57

吉
原
浩
人

慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考
―
―
勧
学
会
詩
序
と
の
関
連
に
お
い
て
―
―

(

多

「

」
『

元
文
化
』

、
二
〇
一
二
年
三
月
）

1

花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究

（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）

』

附
章

「
池
亭
記
」
か
ら
中
世
の
二
篇
の
「
記
」

仁
木
夏
美
「
源
通
親
「
擬
香
山
模
草
堂
記
」
新
考
」(

『
白
居
易
研
究
年
報
』

、
二
〇
〇
三
年)
4

品
川
和
子
『
王
朝
文
学
論
考
』(

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
一
年)

川
口
久
雄

方
丈
記
の
先
蹤
文
学
の
一
資
料
―
―
成
簣
堂
本
作
文
大
体
所
収
源
通
親
久
我
草
堂
記

(

金

「

」
『

沢
大
学
法
文
学
部
論
集

文
学
編
』

、
一
九
六
〇
年
二
月)

7

久
保
田
淳
『
藤
原
定
家
の
時
代
』(

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年)

第
二
章

大
江
匡
衡
の
私
性
―
―
八
月
十
五
夜
の
近
江
―
―

北
山
円
正
「
大
江
匡
衡
の
八
月
十
五
夜
の
詩
」(

『
神
女
大
国
文
』

、
二
〇
一
三
年
三
月)

24

後
藤
昭
雄
『
大
江
匡
衡
』(

人
物
叢
書

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年)

242

木
戸
裕
子
「
江
吏
部
集
試
注(

一)

」(

『
文
献
探
究
』

、
一
九
九
八
年
三
月)

36

今
浜
通
隆
・
三
浦
加
奈
子
「

江
吏
部
集
』
全
注
釈
（
１

」(

『
並
木
の
里
』

、
二
〇
〇
一
年
一
二

『

）

55

月)

・

江
吏
部
集
』
全
注
釈
（
２
）
―
作
品
（
上
２
）
に
つ
い
て
其
二
」(

『
並
木
の
里
』

、
二
〇
〇

「『

56

二
年
六
月)

木
戸
裕
子
「

江
吏
部
集
」
に
見
ら
れ
る
言
語
遊
戯
的
表
現
に
つ
い
て
」(

『
語
文
研
究
』

、
一
九

「

64

八
七
年
一
二
月)
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東
野
治
之
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』(

塙
書
房
、
一
九
八
三
年

「
平
城
宮
木
簡
中
の
『
葛
氏
方
』

）

断
簡
」

田
坂
順
子
編
『
扶
桑
集
―
校
本
と
索
引
』(

櫂
歌
書
房
、
一
九
八
五
年)

「

「

」

」

『

』

、

、

赤
塚
睦
男

雅
語

霧

―
病
気
の
比
喩
と
し
て

(

国
語
国
文
学
研
究

一
九
九
二
年
五
月)

28

「
病
気
の
比
喩
「
霧
」
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
―
本
朝
文
粋
等
の
用
例
」(

『
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀

要
』

、
一
九
九
三
年)

28

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
下
巻(

明
治
書
院
、
一
九
六
一
年)

「
大
江
匡
衡
と
江
吏

部
集
」

第
三
章

大
江
匡
房
と
『
本
朝
文
粋
』

久
曾
神
昇
「
原
撰
本
本
朝
文
粋
と
本
能
寺
切
」(

『
愛
知
大
学
文
学
論
叢
』

、
一
九
七
〇
年
三
月)

42

本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
第
一
～
三
巻(

新
典
社
、
一
九
九
二
～
一
九
九
四
年)

山
崎
誠
『
江
都
督
納
言
願
文
集
注
解
』(

塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年)

佐
藤
道
生
「
大
江
匡
房
の
官
職
・
位
階
と
文
学
」(

日
向
一
雅
編
『
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階

平
安

文
学
と
隣
接
諸
学

』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年)

4

山
岸
徳
平
・
竹
内
理
三
・
家
永
三
郎
・
大
曾
根
章
介
注
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』(

日
本
思
想
大
系
8

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年)

小
峯
和
明
『
院
政
期
文
学
論
』(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年)

「

遊
女
記
』
贅
注
」

『

佐
藤
道
生
・
柳
沢
良
一
校
注
『
和
漢
朗
詠
集

新
撰
朗
詠
集

（
和
歌
文
学
大
系

、
明
治
書
院
、
二

』

47

〇
一
一
年)

木
本
好
信
『
平
安
朝
官
人
と
記
録
の
研
究
―
―
日
記
逸
文
に
あ
ら
わ
れ
た
る
平
安
公
卿
の
世
界
―
―
』

（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年)

河
北
騰
『
今
鏡
全
注
釈

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年)

』

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年)

「
大
江
匡
房
の
漢
詩
」

』

吉
原
浩
人

大
江
匡
房
と

記

の
文
学

(

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

-

一
九
九
五
年
一
〇
月)

「

「

」

」

『

』

、

60

10

山
田
尚
子
『
中
国
故
事
受
容
論
考
―
―
古
代
中
世
日
本
に
お
け
る
継
承
と
展
開
―
―

「(

勉
誠
出
版
、

』

二
〇
〇
九
年)
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終
章

吉
原
浩
人

大
江
匡
房
と

記

の
文
学

(

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

-

一
九
九
五
年
一
〇
月)

「

「

」

」

『

』

、

60

10

岑
仲
勉
「
白
集
酔
吟
先
生
伝
存
疑
」(

『
歴
史
語
言

研
究
所
集
刊
』

、
一
九
三
七
年)

9
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論
文
の
内
容
の
要
旨

論
文
の
題
目

平
安
朝
文
人
論

氏

名

宋

晗

本
論
文
の
目
的
は
平
安
朝
の
「
文
人
」
が
漢
詩
文
、
と
り
わ
け
散
文
に
よ
っ
て
い
か
な
る
内
面
を
表

現
し
て
い
た
の
か
を
中
国
文
学
と
比
較
対
照
し
つ
つ
通
時
的
に
分
析
し
、
平
安
朝
文
人
の
特
質
を
明
ら
か

「
序

平
安
朝
に
お
け
る
文
人
」

「
第
一
部

嵯
峨
朝
に
お
け
る
文

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文
は

お
よ
び

の

か
ら

人
の
端
緒
」「
第
二
部

詩
文
創
作
の
意
識
と
九
・
一
〇
世
紀
」「
第
三
部

文
人
の
憂
愁
」

三
部
十
二
章

な
る
。

で
は
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、
本
論
文
の
主
題
と
手
法
を
そ
れ
ぞ
れ

「
序

平
安
朝
に
お
け
る
文
人
」

提
示
し
た
。
平
安
朝
文
人
の
定
義
と
漢
詩
文
の
定
型
性
で
あ
る
。

ま
ず
平
安
朝
文
人
の
定
義
に
つ
い
て
。
平
安
朝
漢
文
学
研
究
で
は
菅
原
道
真
・
大
江
匡
房
と
い
っ
た
漢

詩
文
創
作
者
を
「
文
人
」
と
呼
称
す
る
が

「
文
人
」
と
い
う
人
間
類
型
の
定
義
に
つ
い
て
の
議
論
は
十

、

分
に
尽
く
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
平
安
朝
文
人
の
定
義
は
曖
昧
な
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
本
論
文

は
平
安
朝
全
期
を
考
察
範
囲
に
定
め
、
通
時
的
に
文
人
の
作
品
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
安
朝
文
人

の
範
疇
に
含
め
ら
れ
る
漢
詩
文
創
作
者
を
確
定
す
る
上
で
、
平
安
朝
文
人
に
対
す
る
定
義
は
、
暫
時
的
に

で
は
あ
る
が
、
規
定
す
る
こ
と
が
手
続
き
と
し
て
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
序
論
で
は
「
文
人
」
に
関
す
る

中
国
学
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た

「
文
人
」
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
詩
文
書
画
に
代
表
さ

。

れ
る
諸
芸
術
に
通
じ
た
高
雅
な
人
物
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
ま
ず
喚
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
人
像

が
元
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
文
人
画
」
を
製
作
し
た
文
人
達
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
吉
川
幸
次
郎

ら
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

「
文
人
」
に
妥
当
す
る
存
在
を
中
国
史
上
に
俯
瞰
的

、

に
検
討
し
た
場
合
、
必
ず
し
も
近
世
文
人
像
が
そ
れ
以
前
の
「
文
人
」
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
文
人
即
市
井
の
人
、
と
い
う
よ
う
な
通
念
は
王
維
・
蘇
軾
と
い
っ
た
士
大
夫
・
読
書
人
で
あ
り

な
が
ら
も
「
文
人
」
と
呼
称
さ
れ
る
人
物
に
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

「
文
人
」
に
含
ま
れ
る
人
物
は

。

時
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
幹
に
は
文
芸
に
長
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
つ
ね
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て
本
論
文
で
は
井
上
進
氏
の
視
点
を
ふ

ま
え
て
「
文
人
」
を
政
道
を
担
う
士
大
夫
の
一
側
面
と
し
て
と
ら
え
、
文
人
と
は
各
種
公
文
書
の
執
筆
を

職
務
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
私
的
、
あ
る
い
は
文
学
的
に
読
解
し
う
る
文
章
を
創
作
す
る
人
物
類
型
と

し
て
定
義
す
る
。
中
国
の
「
文
人
」
特
に
中
唐
の
白
居
易
か
ら
影
響
を
受
け
た
平
安
朝
文
人
た
ち
も
基
本

的
に
は
こ
の
よ
う
な
定
義
が
適
用
さ
れ
る
が
、
同
時
に
平
安
朝
社
会
に
即
し
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。

次
に
漢
詩
文
の
定
型
性
の
評
価
で
あ
る
。
平
安
朝
漢
文
学
の
主
な
創
作
の
場
が
作
文
会
に
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
天
皇
・
摂
関
家
の
意
を
汲
ん
で
作
ら
れ
る
詩
文
は
往
々
に
し
て
定
型
的
儀
礼
的
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で
個
人
の
感
興
に
乏
し
い
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
平
安
朝
漢
文
学
の
定
型
性
を
低
く
評
価
す
る

こ
と
に
止
ま
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
序
論
で
は
菅
原
道
真
の
独
詠
と
応
製
を
対
比
し
、
用
い
ら
れ
た

技
法
が
時
に
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
固
有
性
と
定
型
性
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
平
安
朝
漢
文
学
に
あ
る
と

措
定
す
る
。
い
わ
ゆ
る
月
並
み
で
決
ま
り
切
っ
た
定
型
表
現
が
、
平
安
朝
文
人
の
個
的
な
文
学
作
品
で
い

か
に
捉
え
直
さ
れ
、
文
人
の
個
の
表
出
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
の
手
法
と
す
る
。

は
『
凌
雲
集
』
成
立
に
際
し
て
な
ぜ
魏

第
一
部
第
一
章
「
『
凌
雲
集
』
序
に
見
る
近
代
意
識
と
文
章
経
国
」

の
文
帝
の
『
典
論

「
論
文
」
の
「
文
章
経
国
は
経
国
の
大
業
」
が
勅
撰
集
編
纂
の
理
念
と
し
て
選
択
さ

』

れ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
本
章
で
は
文
章
経
国
思
想
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
嵯
峨
朝
詩
人
は
弘

仁
期
に
充
溢
す
る
漢
詩
文
創
作
の
熱
気
に
輪
郭
を
与
え
る
言
葉
と
し
て
文
帝
の
「
文
章
経
国
」
を
選
択
し

た
こ
と
を
検
討
し
た
。

は
、
嵯
峨
朝
詩
壇
に
お
け
る
個
的
な
詩
作
と
侍
宴
応
制
の

第
一
部
第
二
章
「
宮
廷
文
学
と
詩
人
の
私
性
」

詩
作
に
共
通
す
る
表
現
、
す
な
わ
ち
六
朝
詩
風
の
知
巧
的
表
現
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
嵯
峨
朝

詩
壇
は
詩
人
の
個
的
な
主
題
・
表
現
を
制
約
し
た
一
面
だ
け
で
な
く
、
侍
宴
応
制
の
集
団
的
高
揚
感
に
埋

没
し
が
ち
な
詩
人
に
私
性
詠
出
の
手
法
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
菅
原
道
真
の
祖
父
で
あ
る
菅
原
清
公
の
「
嘯
賦
」
を
考
察
の
対

第
一
部
第
三
章
「
菅
原
清
公
と
音
楽
」

。

、

、

象
と
す
る

第
一
に

嘯
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
行
為
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
整
理
し

あ
わ
せ
て
奈
良
・
平
安
朝
漢
詩
に
お
け
る
「
嘯
」
の
用
例
を
検
討
し

「
嘯
」
の
持
つ
反
俗
性
が
平
安
朝

、

中
期
の
個
人
的
な
漢
詩
に
お
い
て
十
全
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
平
安
朝
に
お
け
る
「
嘯
」
受

「

」

、

「

」

容
の
屈
折
点
と
し
て
清
公
の

嘯
賦

が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
り

上
記
の
整
理
を
ふ
ま
え
て

嘯
賦

の
表
現
を
分
析
し
た
。
嵯
峨
朝
で
は
漢
文
学
の
集
団
性
が
顕
著
で
あ
り
、
詩
人
の
個
性
は
鮮
明
で
は
な
い

と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
清
公
は
制
作
難
易
度
の
高
い
「
賦
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
趣
味
た
る

「

」

。「

」

、

嘯

を
描
い
た

嘯
賦

が
自
序
＋
本
文
と
い
う
同
時
代
で
は
珍
し
い
形
式
を
持
つ
こ
と
に
注
目
し

個
性
的
な
自
序
と
唯
美
的
な
本
文
が
相
照
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
者
の
情
感
が
立
体
的
に
表
現
さ
れ

る
、
と
い
う
作
品
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
文
章
道
の
地
盤
沈
下
が
顕
著
と
な
る
仁
明
・

第
二
部
第
一
章
「
承
和
年
間
以
降
に
お
け
る
詩
文
兼
作
」

文
徳
両
朝
に
活
躍
し
た
小
野
篁
・
都
良
香
を
対
象
に
、
嵯
峨
朝
詩
人
と
は
異
な
る
漢
詩
文
創
作
の
意
識
、

す
な
わ
ち
詩
文
兼
作
、
が
文
人
に
芽
生
え
た
こ
と
を
考
察
し
た
。
第
一
に
小
野
篁
と
『
元
白
詩
筆
』
の
影

響
関
係
に
つ
い
て
「
狂
」
と
い
う
自
己
規
定
を
切
り
口
に
分
析
し
、
小
野
篁
が
白
詩
風
の
個
人
的
な
感
慨

。

、

「

」

「

」

を
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た

第
二
に

白
居
易
の

草
堂
記

な
ど
の
散
文
作
品
が
従
来
の

記

の
公
文
書
的
性
格
を
打
破
し
て
個
性
的
な
作
品
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
中
唐
に
お
い

て
は
古
文
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
韓
愈
・
柳
宗
元
の
み
な
ら
ず
、
古
文
運
動
と
関
わ
り
の
な
い
白
居
易
ら

も
散
文
の
変
革
に
意
を
砕
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
平
安
朝
中
期
漢
文
学
に
お
け
る
散

文
の
変
革
は
中
唐
文
学
と
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
て
い
た
一
面
が
あ
る
と
措
定
さ
れ
る
。
だ
が
平
安
朝
文
人
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は
『
白
氏
文
集
』
所
収
散
文
作
品
を
受
動
的
に
受
け
取
っ
た
の
で
は
な
い
。
良
香
を
例
に
と
り
、
文
章
道

の
地
盤
沈
下
と
い
う
局
面
に
接
し
て
自
発
的
に
自
己
表
現
を
開
拓
し
た
結
果
と
し
て
白
居
易
の
文
学
を
モ

デ
ル
と
し
て
選
び
取
っ
た
こ
と
を
考
察
し
た
。

「

」

。

第
二
部
第
二
章
「
菅
原
道
真
と
書
斎
―
―
学
者
の
憂
悶
―
―
」
は
菅
原
道
真
の

書
斎
記

を
考
察
し
た

従
来
の
研
究
で
は
「
書
斎
記
」
の
本
文
を
素
直
に
受
け
取
り
、
そ
の
人
物
像
を
構
築
す
る
読
み
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
本
章
で
は
人
物
像
の
構
築
を
し
ば
ら
く
置
き

「
書
斎
記
」
に
用
い
ら
れ
た
表
現
の
型
に
注

、

目
し
た
。
菅
原
道
真
は
、
白
居
易
の
「
草
堂
記
」
な
ど
と
い
っ
た
閑
居
自
適
の
居
宅
の
記
の
パ
タ
ー
ン
を

、

（

）

取
り
入
れ
つ
つ

そ
れ
を
ず
ら
し
て
書
斎
に
ま
つ
わ
る
出
来
事

か
つ
て
の
勉
学
・
弟
子
の
不
作
法
な
ど

を
叙
述
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
白
居
易
散
文
の
受
容
と
応
用
は
、

「
書
斎
記
」
に
始
ま
る
と
い
え
る
。

「

」

。

、

第
二
部
第
三
章
「
紀
長
谷
雄
の
自
序
」
は
紀
長
谷
雄
晩
年
の

延
喜
以
後
詩
序

を
考
察
し
た

第
一
に

長
谷
雄
の
漢
文
記
録
を
分
析
し
て
長
谷
雄
の
散
文
家
と
し
て
の
力
量
を
確
認
し
、
そ
れ
が
「
延
喜
以
後
詩

序
」
と
い
う
傑
作
を
生
み
出
し
た
基
盤
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。
第
二
に
「
延
喜
以
後
詩
序
」
が
中

国
文
学
に
お
け
る
自
序
の
文
学
的
伝
統
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
、
従
来
の
孤
高
の
隠
者
と
い
う
親
王
像

第
二
部
第
四
章
「
兼
明
親
王
の
隠
遁
―
―
孤
高
と
閑
適
―
―
」

が
一
面
的
で
あ
る
と
考
え
、
亀
山
隠
棲
後
の
諸
篇
を
総
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
兼
明
親
王

に
は
左
大
臣
免
職
事
件
に
憤
慨
し
た
「
兎
裘
賦
」
だ
け
で
な
く
、
白
居
易
に
倣
っ
て
閑
居
自
適
を
希
求
す

る
「
山
亭
起
請
」
と
い
っ
た
個
性
的
な
作
品
も
あ
り
、
兼
明
親
王
が
憂
悶
と
自
得
を
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に

よ
っ
て
立
体
的
に
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
平
安
朝
漢
文
学
と
和
文
学
の
交
渉
に
注
目
し
、
十
世
紀
に
お

第
二
部
第
五
章
「
和
漢
の
散
文
の
交
渉
」

け
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
仮
名
散
文
と
漢
文
記
録
が
定
型
表
現
を
一
部
共
有
し
て
い
た
こ

と
を
考
察
し
た
。

は
慶
滋
保
胤
の
述
作
の
分
析
を
通
じ
て
そ
の
思
想
の
実
質
を
探
っ

第
三
部
第
一
章
「
慶
滋
保
胤
の
池
亭
」

た
。
第
一
に
同
時
代
の
文
人
の
な
か
で
保
胤
の
狂
言
綺
語
観
が
独
特
な
も
の
で
あ
り
、
文
学
と
信
仰
を
矛

盾
対
立
す
る
関
係
で
あ
る
と
保
胤
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
文
学
の
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
一
般
の
文
人
が
注
目
し
な
い
よ
う
な
白
居
易
の
作
品
を
保
胤
が
血
肉
化
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
第
二
に
「
池
亭
記
」
お
よ
び
同
時
期
の
述
作
を
分
析
し
、
執
筆
時
の
状
況
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し

い
思
想(

儒
・
仏
の
い
ず
れ
か)

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
察
し
、
そ
れ
が
白
居
易
の
思
想
の

特
質
を
十
全
に
学
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
源
通
親
の
「
擬
香
山
模
草
堂
記

、
鴨
長
明
の
『
方
丈

附
章
「
「
池
亭
記
」
か
ら
中
世
の
二
篇
の「
記
」
へ
」

」

記
』
を
分
析
し
、
両
者
に
影
響
関
係
が
見
ら
れ
な
い
も
の
の
表
現
に
通
底
す
る
基
盤
が
あ
る
こ
と
に
注
目

、

「

」

。

し

平
安
朝
漢
文
学
の

記

が
自
己
表
現
の
古
典
と
し
て
中
世
に
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
た

は
大
江
匡
衡
の
「
八
月
十
五
夜
江

第
三
部
第
二
章
「
大
江
匡
衡
の
私
性
―
―
八
月
十
五
夜
の
近
江
―
―
」

州
野
亭
対
月
言
志
」
序
を
考
察
し
た
。
匡
衡
は
定
型
表
現
に
習
熟
し
て
お
り
、
公
宴
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
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文
章
を
作
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
文
人
で
あ
る
が
、
個
人
的
な
詠
作
の
場
に
お
い
て
は
、
断
章
取
義
的
に

理
解
さ
れ
て
い
た
定
型
表
現
の
原
義
に
立
ち
返
る
こ
と
で
個
性
的
な
作
品
を
作
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

は
院
政
期
漢
文
学
に
お
け
る
匡
房
の
述
作
の
意
義
を
考
察

第
三
部
第
三
章
「
大
江
匡
房
と『
本
朝
文
粋
』
」

し
た
。
院
政
期
文
人
は
『
和
漢
朗
詠
集

『
本
朝
文
粋
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
平
安
朝
中
期
漢
文
学
を
尊

』

重
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
匡
房
は
『
本
朝
文
粋
』
所
収
作
品
を
体
系
的
に
模
倣
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て

独
特
な
個
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
、
紀
長
谷
雄
の
「
延
喜
以
後
詩
序
」
を
踏
襲
し
た
「
暮
年
記
」
を
中

心
に
明
ら
か
に
し
た
。

は
上
記
三
部
を
概
括
し
、
あ
わ
せ
て
平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
散
文
の
変
遷
史
に
つ
い
て
記
述
し

終
章

た
。
中
唐
文
学
に
お
い
て
文
人
の
自
己
表
現
を
託
し
う
る
ジ
ャ
ン
ル
が
複
数(

序
・
伝
・
墓
誌
銘
・
記)

存

、

、

在
す
る
の
に
対
し

十
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
の
日
本
で
は
白
居
易
散
文
学
の
咀
嚼
理
解
の
結
果

自
己
表
現
の
散
文
ジ
ャ
ン
ル
は
「
記
」
の
み
が
重
視
さ
れ
た
。
白
居
易
の
散
文
学
は
平
安
朝
に
ふ
さ
わ
し

い
形
式
で
定
着
し
た
の
で
あ
る
。


